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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
県
内
産
肉
牛
繁
殖
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大

に
向
け
、
県
内
産
肉
専
用
和
子
牛
の
円
滑
な
取
引
と
市
場
性
を
高
め

る
た
め
、
西
予
市
野
村
畜
産
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
年
６
回
偶
数

月
に
「
野
村
臨
時
家
畜
市
場
」
を
開
催
。
電
算
セ
リ
機
を
使
っ
て
、

県
内
産
肉
専
用
和
子
牛
の
セ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

野
村
臨
時
家
畜
市
場
は
、
平
成
７
年
６
月
に
、
そ
れ
ま
で
継
続
し

て
い
た
農
協
ご
と
の
臨
時
市
場
関
係
農
協
と
協
議
し
、
県
下
統
一
の

広
域
農
協
臨
時
家
畜
市
場
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
開
設
し

て
い
ま
す
。
年
５
回
開
催
の
平
成
７
年
度
（
５
５
３
頭
）
を
除
き
、

毎
年
６
０
０
頭
以
上
が
入
場
し
て
お
り
、
21
年
度
は
過
去
最
高
の

７
９
５
頭
と
な
る
な
ど
平
成
20
年
度
以
降
は
毎
年
７
０
０
頭
以
上
が

入
場
し
、
活
発
に
セ
リ
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
る
市
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

主
催
「
愛
媛
県
子
牛
品
評
会
」
の
出
品
牛
に
よ
る
セ
リ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
４
月
18
日
開
催
の
市
場
で
は
、
県
内
を
中
心
に
し
た

購
買
者
を
前
に
、
出
品
さ
れ
た
子
牛
１
１
９
頭
が
１
頭
ず
つ
入
場
し

て
セ
リ
場
中
央
に
進
み
、高
値
水
準
で
セ
リ
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※�

４
月
18
日
開
催
の
子
牛
品
評
会
・
臨
時
家
畜
市
場
に
つ
い
て
は
、
11
ペ
ー
ジ

に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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１
頭
ず
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セ
リ
場
中
央
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進
ん
で
セ
リ

に
か
け
ら
れ
る
。
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今月の表紙

　甘い香りのタイサンボクの純白の花も
雨に打たれて茶褐色に色あせてしまいそ
う。お父さん手づくりの立派なてるて
る坊主に願いを込めつつ、歯と口の健康
週間はしっかり歯磨き、寝支度を整えま
しょう。目覚めれば、七色の虹が架かっ
た明るい朝でありますように。お願い！

てるてる坊主さま！

●表紙：雨の夜
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.162

野村臨時家畜市場
（西予市）

●2　 　〈特集〉

	 「にこまる」の生産振興・ブランド化の取り組み

	 	「にこまる」の生産拡大にあわせ
　　認知度向上とブランド確立めざす
●5　　 THE・ねっとわーく

●8　　 ふるさと  ESSAY  VOL.230

未来を作り上げていく
「出逢い」と「決断」

 秦　まどかさん

●10　　 TOPIC NEWS

●12　　 なんでもBOX

●13　　 統計BOX

●14　　 ＪＡふるさと自慢Vol.162「直売所めぐり」

 〈総集編　中・南予〉

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉ビワ

June 2014

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　　　　　
「
に
こ
ま
る
」
は
、
九
州
沖
縄
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
が
育
成
し
た
品
種
で
、
高
温

年
で
も
安
定
し
た
収
量
が
見
込
め
、
食
味

も
良
い
こ
と
か
ら
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に

代
わ
り
う
る
品
種
と
し
て
西
日
本
を
中
心

に
普
及
が
進
ん
で
い
る
品
種
で
す
。

　

愛
媛
県
内
で
も
、
中
生
品
種
の
主
力
で

あ
る
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
が
、
食
味
は
良

い
も
の
の
、
東
予
・
中
予
の
平
坦
部
を
中

心
に
近
年
の
温
暖
化
に
よ
る
登
熟
期
の
高

８
％
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
と
連
携
し
て
栽
培
実
証
等
検

討
を
進
め
て
き
た
中
で
、
愛
媛
県
で
も
平

成
25
年
２
月
18
日
に
県
の
奨
励
品
種
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

25
年
度
か
ら
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事

業
」
の
水
稲
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
と
し

て
「
に
こ
ま
る
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
県

下
平
坦
部
に
お
い
て
高
温
に
よ
り
「
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
」
の
品
質
低
下
が
顕
著
な
地
域
を

中
心
と
し
た
作
付
の
推
進
、
安
全
・
安
心

で
高
品
質
・
良
食
味
の
県
産
ブ
ラ
ン
ド
米

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
と
と
も
に
、

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
食
糧
部
は
、
異
常
気
象
等
に
対
応
す
る
水
稲
優
良
品
種
へ
の
転
換
と
高
品
質
安
定
生
産
及
び
販
売
体
制
の

確
立
に
む
け
て
、高
温
耐
性
品
種
の
「
に
こ
ま
る
」
を
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
に
設
定
し
、

生
産
拡
大
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
、
高
品
質
・
良
食
味
の
愛
媛
県
産
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
は
、「
に
こ
ま
る
」
の
生
産
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

温
の
影
響
に
よ
り
、
白
未
熟
粒
や
充
実
不

足
粒
の
発
生
で
１
等
米
比
率
が
大
幅
に
低

下
す
る
な
ど
品
質
低
下
が
顕
著
と
な
る
中

で
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
代
わ
る
高
温
耐

性
品
種
と
し
て
、
登
熟
期
の
高
温
条
件
下

で
も
品
質
低
下
し
難
い
中
生
品
種
の
「
に

こ
ま
る
」
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
平
成
23
年
産
か

ら
「
に
こ
ま
る
」
の
実
証
圃
を
設
置
し
、

24
年
産
は
、
県
内
９
Ｊ
Ａ
・
41
か
所
に
実

証
圃
を
設
置
し
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
比

べ
て
成
熟
期
が
３
～
11
日
程
度
遅
い
も
の

の
、
収
量
は
５
～
10
％
の
多
収
、
１
等
米

比
率
は
68
・
２
％
で
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
47
・

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

高
温
耐
性
品
種
「
に
こ
ま
る
」
の

取
り
組
み
経
過

特

集

◆特集：「にこまる」の生産振興・ブランド化の取り組み

「
に
こ
ま
る
」の
生
産
拡
大
に
あ
わ
せ

認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
確
立
め
ざ
す
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て
「
に
こ
ま
る
」
の
作
付
推
進
を
図
る

中
、
25
年
産
作
付
面
積
は
前
年
の
１
５
０

ha
の
４
倍
と
な
る
６
０
０
ha
に
拡
大
。
関

係
機
関
と
連
携
し
品
種
特
性
や
栽
培
上
の

留
意
点
を
記
載
し
た
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
・
配
布
を
行
い
栽
培
技
術
の
周
知
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

25
年
産
米
で
は
、「
に
こ
ま
る
」
の
１

等
米
比
率
が
約
80
％
と
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

（
52
・
６
％
）
や
県
平
均
（
37
・
８
％
）

を
大
き
く
上
回

り
、
県
内
の
気
候

風
土
へ
の
適
性
が

Ｊ
Ａ
・
生
産
者
段

階
で
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

集
荷
販
売
面
で

は
、
大
口
担
い
手
へ
の
米
集
荷
拡
大
対

策
と
し
て
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
の
同
行
推
進
を
実
施

し
、
集
荷
率
の
向
上
を
図
り
、
目
標
の

８
９
０
ｔ
を
上
回
る
１
、０
３
０
ｔ
の
実

績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会
場
で
は
、
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
消
費
者
へ
の

試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
消

費
者（
回
答
者
数
１
６
５
人
）か
ら
は
、「
に

こ
ま
る
」
は
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ
て

高
い
食
味
評
価
（「
に
こ
ま
る
」
約
71
％

に
対
し
て
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
29
％
）
を
受

け
た
も
の
の
、「
に
こ
ま
る
」
を
知
っ
て

い
る
人
は
約
35
％
と
ま
だ
ま
だ
認
知
度
は

低
く
、
26
年
度
を
見
据
え
て
統
一
精
米
袋

や
販
促
資
材
の
作
成
な
ど
知
名
度
向
上
対

策
を
検
討
し
ま
し
た
。

市
場
評
価
を
早
期
に
確
立
し
、
生
産
者
手

取
り
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
25
年
度
に
お
い

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

〈
平
成
25
年
度
の
取
り
組
み
〉

栽
培
技
術
の
周
知
と

集
荷
・
販
売
対
策
に
取
り
組
む

～
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

食
味
評
価
の
高
さ
を
確
認

表１　平成26年産水稲作付計画

品　種

26年産 25年産 24年産 増　減

作付目標
Ａ

（ha）

比率

（％）

作付実績
Ｂ

（ha）

作付実績
Ｃ

（ha）

Ａ−Ｂ
（ha）

コシヒカリ 4,850 32.4 4,610 4,556 240

あきたこまち 3,530 23.6 3,750 3,833 ▲220

ヒノヒカリ 3,900 26.1 4,900 4,914 ▲1,000

愛のゆめ 100 0.7 80 326 20

にこまる 1,660 11.1 600 149 1,060

松山三井 310 2.1 320 337 ▲10

その他 610 4.0 940 1,085 ▲330

主食用等合計 14,960 100.0 15,200 15,200 ▲240

備蓄米
飼料用米 540 100

200 240

合　計 15,500 15,500 15,200 0

注）1．24・25年産作付実績は統計面積より銘柄別を推計。
　　　 その他品種は、もち米を含む。
　　2．ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。

表３　「にこまる」試食アンケート結果
（平成25年11月２日「レインボーフェスティバル」会場）

◇回答者数　　165名

Ｑ1．「にこまる」を知っているか
　　知っている　　52名　　35.4%
　　知らない　　　95名　　64.6%

Ｑ2．食味評価

見た目
にこまる 100名 67.1%

ヒノヒカリ 49名 32.9%

香り
にこまる 86名 59.7%

ヒノヒカリ 58名 40.3%

味
にこまる 96名 60.8%

ヒノヒカリ 62名 39.2%

粘り
にこまる 87名 55.8%

ヒノヒカリ 69名 44.2%

総合
にこまる 94名 71.2%

ヒノヒカリ 38名 28.8%

表２　品種別１等米比率の推移（平成19年産～25年産）

19年産 20年産 21年産 22年産 23年産 24年産 25年産

あきたこまち 39.0% 47.0% 54.1% 16.6% 39.8% 35.0% 14.7%

コシヒカリ 60.0% 50.0% 52.7% 47.1% 61.3% 54.6% 32.2%

にこまる 57.6% 68.3% 80.0%

ヒノヒカリ 17.0% 56.0% 86.8%   8.1% 27.6% 50.5% 52.6%

県　計 39.4% 51.3% 63.2% 27.0% 42.7% 48.3% 37.8%

※25年産は、平成26年３月31日現在
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平
坦
地
域
を
中
心
に
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
等

に
お
い
て
高
温
に
よ
る
品
質
低
下
が
顕
著

な
地
域
で
の
作
付
け
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
高
品
質
生
産
に
向
け
て
引
き
続
き
、

生
育
後
半
ま
で
肥
効
を
切
ら
さ
な
い
施
肥

体
系
と
適
正
な
栽
植
密
度
向
上
対
策
、
県

内
採
種
圃
場
で
の
健
全
種
子
生
産
と
優
良

種
子
供
給
体
制
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

26
年
産
「
に
こ
ま
る
」
は
、
生
産
面
積

が
１
、６
６
０
ha
、
集
荷
量
２
、５
０
０
ｔ

を
計
画
し
て
お
り
、
生
産
拡
大
に
あ
わ
せ

て
、
消
費
者
へ
の
認
知
度
の
向
上
や
ブ
ラ

ン
ド
化
な
ど
販
売
力
強
化
を
積
極
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
販
売

面
で
は
、
こ
れ
ま
で

県
内
の
各
米
卸
が

そ
れ
ぞ
れ
に
精
米

袋
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

「
に
こ
ま
る
」
を
販

売
し
て
い
ま
し
た

が
、
安
全
・
安
心
、

良
食
味
を
備
え
た

「
愛
媛
県
産
に
こ
ま

る
」
と
し
て
の
知

名
度
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
県
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
み
き
ゃ

ん
」
を
使
っ
た
県
内

米
卸
統
一
デ
ザ
イ
ン
の
精
米
袋
を
作
成
。

各
米
卸
で
は
、
今
後
統
一
精
米
袋
に
切
り

替
え
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
同
じ
デ
ザ
イ

ン
で
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
を
活

用
し
て
、
店
頭
販
売
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

試
食
販
売
活
動
を
実
施
し
、
県
産
ブ
ラ
ン

ド
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
で
は
、
今
年
５
月
か
ら

新
た
に
無
洗
米
「
あ
ら
う
ま
い
！　

愛
媛

県
産
に
こ
ま
る
」
を
発
売
す
る
と
と
も

に
、
業
務
用
商
品
を
開
発
し
て
業
務
用
需

要
の
拡
大
・
拡
販
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　　

今
回
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
「
に
こ

ま
る
」
の
生
産
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
米
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
26
年
産
米
の
出
回
り
が
本

格
化
す
る
時
期
は
前
年
を
大
幅
に
上
回
る

持
越
在
庫
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、

販
売
環
境
は
相
当
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
こ
れ
ら
の
情

勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
と

と
も
に
県
域
生
販
一
貫
体
制
に
基
づ
き
、

安
全
で
安
心
な
愛
媛
の
米
の
生
産
・
集
荷
・

販
売
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
生
産
者
・

Ｊ
Ａ
・
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
振
興
面
で
は
、
実
証
圃
を

設
置
す
る
中
で
、
さ
ら
な
る
安
定
生
産
技

術
を
確
立
す
る
た
め
、
生
育
後
半
ま
で
肥

効
を
切
ら
さ
な
い
施
肥
体
系
と
適
正
な
栽

植
密
度
向
上
対
策
の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

26
年
産
「
に
こ
ま
る
」
は
、
銘
柄
別
作

付
計
画
に
基
づ
き
、
東
予
・
中
予
地
区
の

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

〈
平
成
26
年
度
の
取
り
組
み
〉

面
積
は
１
、６
６
０
ha
に
拡
大
！

統
一
精
米
袋
等
を
活
用
し

認
知
度
向
上
に
取
り
組
む

特

集
◆特集：「にこまる」の生産振興・ブランド化の取り組み
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J
A
全
農
え
ひ
め
は
、

「
果
樹
王
国
え
ひ
め
」
の

み
か
ん
・
伊
予
柑
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
は
じ
め
愛
媛
産

果
実
の
消
費
宣
伝
活
動
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
『
２
０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
４

人
を
募
集
し
ま
す
。
み
か
ん
大
使
に
よ
る

消
費
宣
伝
活
動
は
昭
和
34
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、今
回
が
56
回
目
と
な
り
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①�　

愛
媛
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
）
の
元
気
で
明
る
く
好
感
の

持
て
る
方
。

②�　

モ
デ
ル
な
ど
特
定
の
会
社
や
団
体
等

と
専
属
契
約
し
て
い
な
い
方
で
、
他
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
て
い
な
い

方
。

③�　

愛
媛
県
産
果
実
の
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
活
動
に
必
ず
参
加
で
き
、

明
朗
・
快
活
で
表
現
力
豊
か
な
方
。

④�　

勤
務
先
・
学
校
等
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
、
愛
媛
み
か
ん
大
使
と
し
て
年

間
活
動
で
き
る
方
。

◆
応
募
方
法

①�　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
既
存
の
履

歴
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

サ
ー
ビ
ス
判
程
度
の
上
半
身
の
写
真
を

果実課

愛
媛
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

２
０
１
４
愛
媛
み
か
ん
大
使
を
募
集

添
え
て
、応
募
先
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

②�　

応
募
用
紙
は
、
県
内
J
A
・
J
A
全

農
え
ひ
め
・
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
・
各
テ

レ
ビ
局
・
愛
媛
新
聞
社
・
各
大
学
・
専

門
学
校
の
受
付
等
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
J
A
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

③�　

J
A
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
か
ん
大
使
募
集
」
ペ
ー
ジ
お
よ
び

携
帯
サ
イ
ト
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
書
類
・
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
間

①�　

平
成
26
年
６
月
９
日
（
月
）
～
７
月

17
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

◆
審
査
方
法

①　

事
前
審
査
（
書
類
審
査
）

　
　

７
月
24
日
（
木
）

②　

最
終
審
査
（
面
接
審
査
）

　

�　

８
月
12
日
、
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
で
面

接
審
査
を
行
い
、
４
人
を
選
考
。

　

�　

J
A
全
農
え
ひ
め
、
愛
媛
県
果
樹
同

志
会
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
が
審
査
し

ま
す
。

◆
任
命
式
（
８
月
22
日
）

　

関
係
者
に
よ
る
任
命
式
を
行
い
、
マ
ス

コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

◆
副
賞
な
ら
び
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

①　

愛
媛
み
か
ん
大
使
（
４
人
）

　
　

委
嘱
料
20
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

②　

最
終
審
査
出
席
者
全
員

　

�　

書
類
審
査
に
合
格
し
最
終
審
査
に
出

席
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
交
通
費
と
愛

媛
の
柑
橘
ジ
ュ
ー
ス
を
進
呈
。

◆
『
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
の
活
動

①　

任　
　

期

　
　

平
成
26
年
９
月
～
27
年
８
月
末

②　

活
動
内
容
（
年
間
40
日
程
度
）

　

�　

全
国
各
地
で
の
表
敬
訪
問
、テ
レ
ビ
・

各
種
イ
ベ
ン
ト
出
演
、
試
食
宣
伝
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
（
日
当
・
交
通

費
・
制
服
一
式
を
支
給
）。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

●　

11
月
（
み
か
ん
）

　
　

東
京
・
大
阪

　

●　

１
～
２
月
（
伊
予
柑
）

　
　

東
京
・
大
阪
・
北
海
道
他

　

●　

４
月

　
　
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

▲

２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
の
皆
さ
ん

応募先・問い合わせ
〒790−8555
松山市南堀端町２番地３
JA全農えひめ果実課
　愛媛みかん大使募集係
　　℡089−948−5766
【ホームページアドレス】
http://www.eh.zennoh.or.jp
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J
A
全
農
え
ひ
め
野
菜

花
卉
課
は
、
４
月
22
日
、

松
山
市
の
J
A
愛
媛
別
館

で
「
平
成
26
年
産
夏
秋
野

菜
出
荷
協
議
会
」
を
開
き
、
主
力
13
品
目

の
販
売
基
本
方
針
を
決
め
ま
し
た
。

　

栽
培
面
積
は
前
年
比
99
％
の
約
２
５
３

ha
。
共
販
量
は
前
年
比
１
１
０
％
の

１
万
２
、６
１
６
ｔ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

販
売
基
本
方
針
で
は
、
次
の
４
項
目
を

柱
に
取
り
組
み
ま
す
。

①　

多
元
的
販
売
へ
の
取
り
組
み
強
化

　

パ
ー
ト
ナ
ー
卸
売
市
場
と
の
連
携
に
よ

る
販
売
、
契
約
的
な
取
引
拡
大
に
よ
り
安

定
的
な
単
価
の
確
保
や
、
業
務
・
加
工
向

け
取
り
引
き
な
ど
販
売
ル
ー
ト
の
確
立
・

拡
充
を
進
め
販
売
力
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

売
り
場
確
保
に
向
け
た
市
場
及
び
県
内

外
量
販
店
等
と
の
結
び
つ
き
販
売
の
拡

充
、
各
産
地
の
特
色
を
活
か
し
た
品
目
提

案
の
強
化
に
よ
る
販
売
先
・
消
費
者
か
ら

の
支
持
拡
大
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

②�　

販
売
促
進
活
動
及
び
消
費
宣
伝
活
動

の
強
化　

愛
媛
の
夏
秋
野
菜
が
出
揃
う

７
月
を
「
愛
媛
フ
ェ
ア
」
強
化

月
間
と
位
置
付
け
早
期
棚
確
保

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
出
荷
最

盛
期
に
は
試
食
宣
伝
や
産
地
参

加
型
の
活
動
展
開
す
る
ほ
か
、

料
理
教
室
や
体
験
ツ
ア
ー
、「
え

ひ
め
の
食
」
企
画
と
の
連
携
な

ど
広
報
対
策
等
を
通
じ
て
知
名

度
向
上
や
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

③�　
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事

業
」
を
核
と
し
た
産
地
振
興

④　

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

夏
秋
野
菜
出
荷
協
議
会
を
開
催

共
販
量
は
前
年
比
１
１
０
％
を
計
画

野　菜
花卉課

平成26年産　夏秋野菜出荷計画表
（単位：ha、トン、％）

品　　目 出荷計画 前年比（％）
面積 共販量 面積 共販量

き ゅ う り 86.1� 5,662� 106� 114�
一 寸 蚕 豆 32.7� 429� 93� 95�
枝 豆 12.0� 63� 80� 88�
イ ン ゲ ン 10.9� 83� 104� 94�
生 椎 茸 438� 108�
ト マ ト 34.0� 2,669� 99� 109�
ミ ニ トマト 6.8� 275� 99� 111�
ピ ー マ ン 19.8� 1,023� 98� 111�
伊 予 な す 14.3� 1,098� 93� 98�
松 山 長なす 4.4� 248� 92� 110�
絹 か わなす 2.8� 280� 117� 124�
メ ロ ン 8.0� 47� 103� 139�
アスパラガス 20.9� 302� 96� 107�
合　計 252.7� 12,616� 99� 110�

　伊予牛『絹の味』の消費拡大と道後温泉の宿
泊客・観光客の拡大をめざし、ＪＡ全農えひめ
と道後温泉の旅館７館、ＪＡグループの㈱農協
観光愛媛支店がタイアップして、６月15日（日）
から９月30日（火）まで、道後温泉本館改築120
周年記念「道後温泉で伊予牛『絹の味』を食す。」
キャンペーンを実施中です。
　今年は、道後温泉本館改築120周年記念。120
周年にちなんでランチ・夕食ともに伊予牛『絹
の味』を１人前120ｇ以上使用した各旅館オリジ
ナル会席料理を提供。“愛媛県＝道後温泉＝伊
予牛『絹の味』”をより多くの皆さんにPRする
とともに、伊予牛『絹の味』で暑い夏を乗り切っ
てもらおうという企画です。
　先着1,000名様限定の企画で、ランチが2,980円
～6,480円（税込）、夕食が4,980円～6,500円（税
込）という旅館ごとに設定した料金プランから、
予算等に応じてお好みの旅館を選ぶことができ
ます（要予約）。各旅館では、サービスとして柑
橘王国愛媛の「柑橘デザート」を提供。旅館内
で入浴も楽しめます。なお、飲み物代・宿泊費

及び入湯税（150円）は別途必要です。申し込
みは２名様以上。
　詳しくは、㈱農協観光愛媛支店まで。
■参画旅館（７館）
　�ホテル葛城、花ゆづき、道後グランドホテル、
ホテル古湧園、道後プリンスホテル、ホテル
椿館本館、宝荘ホテル

■問い合わせ・予約申し込み
　㈱農協観光愛媛支店（℡089−948−5381）

「道後温泉で伊予牛『絹の味』食す。」キャンペーン！
〜６月15日〜９月30日、道後温泉の旅館７館で実施〜
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め
て
い
き
ま
す
。

【
契
約
条
件
】

①　

延
床
面
積
30
坪
以
上
。

②�　

県
内
で
建
築
す
る
こ
と
の
で
き
る
物

件
、も
し
く
は
土
地
を
取
得
予
定
の
方
。

③�　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
契
約
で
、

原
則
と
し
て
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に

着
工
で
き
る
物
件
。

④�　

J
A
全
農
え
ひ
め
の
住
宅
取
扱
要
領

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
。

リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
も
展
開
中

　
『
J
A
ホ
ー
ム
』
で
は
、
同
時
に
、「
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
活
動
」
も
展
開
し
て
い
ま

す
。
住
ま
い
の
中
で
傷
み
や
す
い
バ
ス
・

キ
ッ
チ
ン
・
ト
イ
レ
を
は
じ
め
、
外
壁
や

屋
根
の
塗
装
な
ど
、
住
ま
い
の
お
悩
み
を

解
決
し
な
が
ら
、
ご
希
望
に
沿
っ
た
最
適

な
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
お
手
ご
ろ
価
格
で

快
適
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

　

新
築
・
増
改
築
な
ど
住
ま
い
に
関
す

る
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り

の
J
A
住
宅
担
当
窓
口
、
ま
た
は
J
A

全
農
え
ひ
め
施
設
農
住
課
（
☎
０
８
９

（
９
４
８
）
５
４
７
３
）
ま
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
『
J
A
ホ
ー
ム
』
で
は
、

社
会
的
に
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
が
進
む
中
で
、
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
省

エ
ネ
住
宅
で
エ
コ
ラ
イ
フ
。」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、平
成
26
年
12
月
30
日
ま
で
、

「
J
A
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
プ
レ
ミ
ア
ム
エ

コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
企
画
型

オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
「
A
g
e
（
エ
イ
ジ
）」

ま
た
は
「
イ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
」
を
ご
成
約

い
た
だ
い
た
方
に
、
①
光
熱
費
が
お
得
な

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

４
６
０
ℓ
」、
②
居
室
に
冷
暖
房
効
率
を

ア
ッ
プ
す
る
遮
熱
ガ
ラ
ス
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

な
お
、「
I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

付
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
」を
標
準
装
備（
シ

ン
プ
ル
タ
イ
プ
は
ガ
ス
コ
ン
ロ
）。
オ
プ

シ
ョ
ン
工
事
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
も
装
備
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
、
県
内
J
A
・
J
A
全
農
え
ひ

め
で
は
、
テ
レ
ビ
C
M
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ラ
シ
や
広
報
誌
等
を
通
じ
て
P
R
に
努

Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
プ
レ
ミ
ア
ム

エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

施　設
農住課
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「
母
を
元
気
に
さ
せ
た
い
」。こ
れ
が
ミ
ス
・

ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ
Ｕ
Ｊ
）
愛
媛

大
会
に
応
募
し
た
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の

時
は
、
日
本
代
表
に
絶
対
な
る
！
と
い
う
強

い
気
持
ち
は
正
直
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
母
に
も
っ
と
キ
ラ
キ
ラ
生
き
て
欲
し
か
っ

た
の
で
す
。

　

昨
年
５
月
末
、
夜
中
に
急
な
悪
寒
で
目
覚

め
た
母
。
そ
れ
か
ら
母
の
体
調
は
急
変
し
、

１
日
に
数
回
の
高
熱
、
ひ
ど
い
時
は
40
度
近

く
に
も
。
国
立
病
院
に
通
い
、
診
断
結
果
が

届
く
た
び
に
手
を
震
わ
せ
な
が
ら
開
く
母
。

命
に
関
わ
る
大
病
の
疑
い
も
晴
れ
な
い
生
活

が
２
ヶ
月
続
き
、
母
は
精
神
的
に
も
ボ
ロ
ボ

ロ
に
。
熱
が
落
ち
つ
い
て
か
ら
も
、
原
因
が

不
明
だ
っ
た
た
め
「
今
度
い
つ
倒
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
」
と
、
死
を
覚
悟
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
家
族
は
「
お
母
さ
ん
は
絶
対
大
丈

夫
！
」
と
言
い
続
け
ま
し
た
が
、
大
丈
夫
な

保
証
な
ど
正
直
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
知
人
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
Ｍ
Ｕ

Ｊ
の
新
聞
の
切
り
抜
き
を
い
た
だ
い
た
の
で

す
。
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
ま
で
興
味
を
持
っ
た

こ
と
の
な
い
世
界
。
ま
し
て
Ｍ
Ｕ
Ｊ
な
ん
て

遠
い
遠
い
存
在
だ
っ
た
た
め
、
も
ち
ろ
ん
そ

の
場
で
断
り
ま
し
た
が
、
数
日
後
に
、
愛
媛

み
か
ん
大
使
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
か
ら
Ｍ

Ｕ
Ｊ
な
ん
て
ど
う
？
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
の

で
す
。
私
自
身
こ
れ
も
何
か
の
縁
か
な
〜
な

ん
て
軽
く
考
え
、「
と
ん
で
も
な
い
世
界
だ

よ
ね
」
と
、
母
も
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
翌
朝
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
野
菜
た
っ
ぷ
り
の

サ
ラ
ダ
が
！　
「
万
が
一
だ
け
ど
、
気
が
変

わ
っ
て
応
募
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
♪
」
と
、
普
段
よ
り
少
し
ル
ン
ル
ン

な
母
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
熱
が
治
ま
っ
て

か
ら
も
前
向
き
に
な
れ
ず
寝
込
ん
で
ば
か
り

い
た
母
の
目
に
輝
き
が
戻
っ
て
き
た
の
で

す
。
そ
ん
な
姿
を
見
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
た

ま
ら
ず
、
母
を
励
ま
し
た
く
て
応
募
し
た
Ｍ

Ｕ
Ｊ
愛
媛
大
会
で
し
た
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
「
周
り
の
人
に
プ
ラ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
ら
れ
る
人
に
な
る
」

こ
と
。
夢
・
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な

い
、夢
は
あ
る
け
ど
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
、

自
信
が
な
い
…
。
そ
ん
な
方
の
夢
実
現
の
サ

ポ
ー
ト
が
し
た
い
。
で
も
実
際
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
答
え
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

未
来
を
作
り
上
げ
て
い
く

「
出
逢
い
」
と
「
決
断
」

2012年愛媛みかん大使。2014年ミス・ユニバース・ジャパ
ン（MUJ）初代愛媛代表、日本大会第５位入賞。
1991年４月16日生まれの23歳、松山市出身。松山市内の小・
中学校、松山北高等学校を卒業。愛媛大学在学中に愛媛みかん
大使、MUJを経験する。今春大学を卒業、塾講師やモデルをし
ながら新たな夢に向かい、語学勉強中。

「私にとっての原点はバスケットボール」。
小学５年生で友人に誘われバスケットボールを始める。６年生
から通うクラブチームのコーチ（モントリオールオリンピック
日本代表選手）の影響で、将来は人の夢をサポートしたいと思
うようになる。強い精神面が評価され、部活やクラブチームで
キャプテンを務める。高校１年生の時にクラブチームで米国・
サクラメントへ遠征、初めて異文化に触れる。バスケットボー
ルは高校３年生まで続け、大学では週１回のバスケサークルと、
クラブチームのアシスタントコーチを務める。MUJの過酷なト
レーニングをストイックにこなせたのはバスケットで鍛えた精
神面の強さが大きく影響していると自己分析をする。
「夢に近づくには、もっともっとたくさんの挫折経験が必要。高
い目標を持ち、でも自分のペースで楽しみながら人生を歩んで
いきたい」。

MADOKA　HATA秦 まどか
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▲MUJのビューティーキャンプにて（左端）。肩に手をおくミス
青森は愛媛大会でも強敵（ライバル）だった（笑）、ミス山梨（下
段右から２番目）とはプライベートでも食事をする仲に。２週
間の泊まり込みキャンプで絆は深まっていく

た
。そ
ん
な
時
に
出
逢
っ
た
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
。
た
だ
私
は
愛
媛
大
会
に
向
け
て
努
力
し

て
い
た
だ
け
で
母
が
、
家
族
が
元
気
に
な
る

の
で
す
。
そ
う
気
が
つ
い
た
時
、
た
だ
外
見

の
美
し
さ
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
な
い

「
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
」
の
存
在
の
大
き
さ

が
わ
か
り
ま
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
姿
で
周
り
の
人
を
元
気
付
け
ら
れ
る
。

そ
れ
は
私
が
愛
媛
代
表
に
選
出
さ
れ
て
か

ら
、
益
々
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
届
く
「
い
つ
も
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
」「
秦
さ
ん
の
姿
を
見
て
私

も
頑
張
っ
て
み
よ
う
っ
て
思
っ
た
」
と
い
う

嬉
し
い
声
。
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
家
族

だ
け
で
な
く
愛
媛
の
人
々
に
届
け
ら
れ
た
と

実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。
日
本
代
表
に
な
れ

た
ら
愛
媛
だ
け
で
な
く
、
日
本
そ
し
て
世
界

の
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

届
け
ら
れ
る
！　

だ
か
ら
私
は
日
本
代
表
に

な
る
ん
だ
！　

と
、強
く
決
心
し
た
の
で
す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｊ
日
本
大
会
当
日
。
最
終
５
人
が
残

り
、
４
位
、
３
位
、
２
位
と
発
表
が
終
わ
り
、

残
っ
て
い
る
の
は
ミ
ス
長
崎
と
私
だ
け
。
会

場
全
体
を
張
り
つ
め
た
緊
張
感
が
覆
い
、
ド

ラ
ム
ロ
ー
ル
の
み
が
響
く
ス
テ
ー
ジ
…
。
私

の
名
前
が
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
く
、
夢
と
将

来
の
計
画
が
全
て
崩
れ
落
ち
た
瞬
間
で
し

た
。
43
都
道
府
県
中
５
位
は
本
当
に
光
栄
な

結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
。

　

し
か
し
Ｍ
Ｕ
Ｊ
を
経
験
し
た
こ
と
で
私
の

人
生
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
日
本
代

表
は
あ
く
ま
で
私
の
夢
を
実
現
す
る
手
段
で

し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
夢
に
向
か
っ

て
今
で
も
ど
ん
ど
ん
走
り
続
け
て
い
ま
す
！

　

き
っ
か
け
は
本
当
に
些
細
な
こ
と
で
す
。

愛
媛
み
か
ん
大
使
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、

母
が
身
体
を
壊
さ
な
か
っ
た
ら
、
そ
も
そ
も

昨
年
Ｍ
Ｕ
Ｊ
愛
媛
大
会
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

な
ら
、
全
く
違
っ
た
人
生
を
送
っ
て
い
た
で

し
ょ
う
。
ど
ち
ら
が
良
い
か
な
ん
て
誰
に
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
Ｍ
Ｕ
Ｊ
を
目
指
さ
な

か
っ
た
な
ら
、
将
来
の
旦
那
様
に
出
逢
え
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。
些
細
な
き
っ

か
け
や
決
断
で
人
生
・
未
来
は
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
！　

皆
様
も
周
り
の
小
さ

な
き
っ
か
け
を
大
切
に
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。決
断
に
は
、そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
今
回
、
何
も
言
わ
ず
に

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
恩
人
、
愛
媛
代
表
を

目
指
し
た
同
志
、
関
わ
り
の
あ
っ
た
方
々
の

色
々
な
想
い
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

途
中
で
逃
げ
出
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

ご
め
ん
な
さ
い
で
は
な
く
、
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
選
ん

だ
道
を
必
死
に
生
き
て
い
き
ま
す
！

▲MUJ愛媛大会にて。グランプリ受賞の瞬間、遠くの席でずっと祈ってい
るのが見えたという母（左）と。ドレスやアクセサリーは母と二人で何
日もかけて選んだもの
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●平成25年産愛媛県柑橘類販売反省会

市場の要望等を踏まえ販売対策を協議

●愛媛県果樹同志会　第30回合同総会

男女両同志会を解散し、新たに愛媛県果樹同志会設立
～牛川慎吾会長ほか役員体制決まる～

　愛媛県果樹研究同志会と愛媛県女性果樹同志
会は、５月20日、松山市のＪＡ愛媛別館で第30
回合同総会を開き、両同志会を解散して新たに
「愛媛県果樹同志会」の設立を決めました。
　会長には果樹研究同志会会長の牛川慎吾さん
（南予果樹研究同志会）を選任しました。
　組織の再編は、高齢化や後継者不足による会
員の減少が進む中で、組織活動の維持・活性化
を図ろうと、両組織で一昨年から協議を進めて
きました。新組織は、７地区の同志会と４地区
の女性組織で構成されます。
　牛川会長は、「これまで以上に会員相互のコ
ミュニケーション・連携を図り、中身の濃い同
志会活動・事業を進めていきたい」と力強くあ
いさつしました。
　平成26年度事業計画では、温州みかんの隔年
結果是正対策と高品質安定生産を最重点課題
に、意識改革を図りながら関係機関・団体と密
接な連携・協調により、県内果樹農業の発展に
取り組むことを確認しました。各種研究部会や
農政活動を展開するほか、「えひめみかん祭り」
「果樹同志会大会」などの活動・行事も従来通

り実施します。
　TPP反対運動の展開や果樹政策の実現要請、
未加入ＪＡに対する加入促進にも取り組んでい
くこととしました。
　平成26年度の主な役員は次のとおり（敬称略・
カッコ内は所属同志会）。
▽会長＝牛川慎吾（南予）▽副会長＝松浦喜孝
（西宇和）、岡田孝子（南予女性）、宮田清子（え
ひめ中央女性）▽監事＝和田庄司（えひめ中央）、
玉川隆則（愛媛たいき）、井上久美（西宇和女性）、
有田恵子（えひめ中央女性）

　ＪＡ全農えひめ果実課は、５月７日、松山市
のＪＡ愛媛別館で、26年産の販売に向け、「平
成25年産愛媛県柑橘類販売反省会」を開きまし
た。ＪＡの販売担当部課長、京浜・関東・関西
地区から市場で組織しているマル媛会の会長が
出席。25年産の販売総括を踏まえて出された市
場からの要望等を中心に協議・検討しました。
　温州みかんは、11月中旬以降は計画以上の数
量が入荷して厳しい販売となったことを踏ま
え、市場からは精度の高い産地情報の発信と計
画出荷等が求められました。
　25年産の伊予柑など中晩柑類は、年明け以降
みかんの越年量・市場残荷が多く、また寒波の
影響等もあって荷動きが鈍く、苦しい販売とな
りました。市場からは品質重視の厳選出荷、精
度の高い産地情報の発信、販売動向を踏まえた
柔軟な出荷対応などの要望が出されました。
　愛媛オリジナル品種の「紅まどんな」「甘平」
は、品質のバラつき是正、高品質安定出荷のほ

か、規格の統一や認知度向上に向けた消費宣伝
の拡大が要望されました。
　また、全国的に柑橘類の生産が減少傾向の中、
リーダー県として愛媛県の生産基盤の維持・拡
充への期待、パートナーとなる販売先をきちっ
と作っていくための企画提案型の販売展開等の
協力要請も出されました。今後、こうした意見・
総括を踏まえ、26年産のスムーズな販売につな
げることにしています。

▲�（写真左から）岡田副会長、牛川会長、松浦副会長、
宮田副会長
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●全農杯全日本卓球選手権大会（ホープス・カブ・バンビの部）愛媛県予選会

小学生が全国大会出場めざし熱戦を展開

●第19回　愛媛県子牛品評会

県知事賞に矢野隆俊さん、井関秀夫さん
　ＪＡ全農えひめ畜産生産課は、４月18日、西
予市野村畜産総合振興センターで「第19回愛媛
県子牛品評会」を開きました。優等賞（県知事
賞）に、雌の部で矢野隆俊さん（ＪＡ愛媛たい
き）の出品牛「やよい３」、去勢の部では井関
秀夫さん（ＪＡひがしうわ）の「芳千鳥」が選
ばれました。
　品評会には、生後１年未満の県内産黒毛和種
119頭（雌牛の部53頭、去勢の部66頭）が出品
され、月齢に見合う発育をしているか、体積、
子牛としてのバランス、資質、品位などを基準
に審査し、各賞が決まりました。
　品評会後には、今年度第１回目の和子牛臨時
市場が開催されました。全国的な子牛相場の高
値推移を受けて、㎏平均単価は雌が前回２月の
価格を６円上回る1,706円、去勢は前回を135円
下回ったものの1,972円と引き続き高値水準で
取引されました。１頭あたり最高額は64万2,600

円と前回を8,400円上回りました。
　その他の入賞者は次の皆さんです（カッコ内
はＪＡ名）。
【雌の部】▽１等賞＝山本誠（ひがしうわ）、中
田富章（えひめ南）
【去勢の部】▽１等賞＝矢野隆俊（愛媛たいき）、
光沖明（ひがしうわ）

　全農杯全日本卓球選手権大会（ホープス・カ
ブ・バンビの部）愛媛県予選会が、５月17日松
山市北条スポーツセンターで開かれ、少年少女
58人が７月に神戸市で開催される全国大会をめ
ざし、熱戦を繰り広げました。
　男女別に小学６年生以下のホープスの部、４
年生以下のカブの部、２年生以下のバンビの部
の３クラスに分かれ、日頃の練習成果を競いま
した。予選リーグと決勝リーグを戦って男女各
クラス２位以上の選手など、17人が全国大会出
場を決めました。
　ホープスの部で優勝した天野一樹くん（さく
らエリートアカデミー）と徳田明梨さん（伊予
つばさJr）は、「全国大会で優勝を目指したい」
と目を輝かせていました。
　ＪＡ全農えひめは、参加賞のほか、男女各ク
ラス３位以上の選手にひめライスやジュースを
副賞として提供しました。
　卓球日本代表の石川佳純選手が所属するＪＡ
全農は、次世代の少年少女たちの夢を応援しよ
うと昨年から同大会に協賛。全日本や世界卓球

団体選手権東京大会など最高峰の選手や大会だ
けでなく、世代を超えて日本卓球界の発展を支
援しています。
　その他の各クラス優勝者は次のとおり（カッ
コ内は所属）。
▼【カブ】男子＝徳田幹太（伊予つばさJr）、
女子＝日吉未梨亜（今治青い麦）▼【バンビ】
男子＝川元優輝（今治青い麦）、女子＝篠原夢
空（松山卓球教室）

▲雌の部で２年連続県知事賞の矢野さんと「やよい３」

▲�（左から）ホープス女子の部入賞者＝
２位の長野詩音さん、優勝の徳田さん、
３位の木塚陽菜さん
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　ＪＡ共済が特別協賛した「第１回えひめ
５時間リレーマラソンが、５月10日、ニン
ジニアスタジアムで開かれました。４～10
人でチームを作り、１人１周（１㎞弱のコー
ス）以上走って次走者にリレーし、５時間
の周回数を競いました。318チームが出場
する中、一般チームに交じって、ＪＡ全農
えひめやＪＡのチームも出場し、大会は盛
り上がりました。
　ＪＡ全農えひめ畜産部は、「ふれ愛・媛
ポーク」ローススライスを賞品として提供。
会場内のビジョンでは「ひめとんボーイズ」
による産直豚紹介ビデオ放映を行って商品
をPRしました。

　県・えひめ愛フード推進機構とサント
リービア＆スピリッツ㈱主催「愛媛県産農
林水産物マッチングセミナー」が、４月22
日、アイテムえひめで開催され、ＪＡ全農
えひめ畜産販売課とＪＡえひめフレッシュ
フーズ㈱が出展しました。
　これは、飲食店と生産者をつなぐ商談会
として、取引・販路拡大をめざして昨年に
続き開催されました。ＪＡ全農えひめは、
生産者の岡崎晋也さん（ＪＡひがしうわ）
とともにサイコロステーキやローストビー
フの試食を交え、伊予牛「絹の味」を販売
促進・PR。岡崎さんは、「買い手の生の声・
評価を直接聞けて良い経験になった。美味
しいと食べてもらいうれしかった」と話し
ていました。

　ＪＡえひめアイパックス㈱ファーマーズ
マーケット「いよっこら」運営協力会は５
月13日、ウェルピア伊予で平成26年度の総
会を開き、26年度事業計画と新会長の竹内
勝さん以下新役員体制を決めました。
　26年度は、「いよっこらファンの拡大」
に向けて、新たにお客様モニターを設置・
活用するほか、品揃えの拡充による顧客満
足度の向上、強みである精肉・惣菜部門の
強化、魅力あるイベントの開催、各種情報
発信、農業の大切さや地元農産物の魅力を
伝える活動の展開などに取り組みます。

　５月３日・４日の２日間、東温市の愛媛
県農林水産研究所農業研究部花き研究指導
室で、第49回「えひめ花まつり」が開かれ、
ＪＡ全農えひめも会場内でオリジナル品種
「パルフェ」などの花を展示しました。
　この催しは、花に親しんでもらい花の消
費拡大につなげようと、毎年開かれており、
大勢の来場者で賑わいました。また、５月
３日には、「えひめ花まつり花のコンクー
ル」表彰式が行われ、ＪＡ全農えひめを通
じてデルフィニウムを出品した上田武志さ
ん（ＪＡ愛媛たいき・写真）が生産局長賞
を受賞しました。

●第１回えひめ５時間リレーマラソン

「ふれ愛・媛ポーク」PR

●県産農林水産物マッチングセミナー

伊予牛「絹の味」好評価

●「いよっこら」運営協力会総会

“いよっこらファン”拡大を

●第49回えひめ花まつり「花のコンクール」

デルフィニウム等を展示しPR
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13

鮮
な
果
実
は
、
野
菜
と
同
じ
く
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
果
実
は
、
生
活
に
潤
い
と
豊
か

さ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
と
も
に
、
各

種
の
ビ
タ
ミ
ン
を
は
じ
め
、
カ
リ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
の
重
要
な
摂
取
源
で
あ
り
、
健

康
維
持
や
疾
病
予
防
に
効
果
の
あ
る
成
分

も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
機
能
性
成
分
が
特
に
多
く
含

ま
れ
て
い
る
果
実
で
全
国
的
に
上
位
に
あ

る
「
く
り
」
と
「
か
き
」
の
生
産
推
移
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
の
平
成
25
年
産
く
り
の
結
果
樹

面
積
は
２
、２
７
０
ha
で
、
前
年
産
に
比

べ
て
50 
ha
（
２
％
）
減
少
。
過
去
10
年
間

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
10
年
間
で
４
０
０

ha
（
15
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
量
は
、
７
月
中
旬
以
降
、
高
温
・

　

く
り
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
カ
リ
ウ

ム
、
食
物
繊
維
等
、
か
き
に
は
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
・
Ｃ
、
食
物
繊
維
等
の
栄
養
成
分
が

特
に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
果

実
は
、
食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
食
品
で
あ
り
、
国
民
へ
の
安
定
供
給
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
果
実
が
栽
培
さ
れ
る
園
地
は
中

山
間
の
傾
斜
地
に
多
く
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
に
よ
る
廃
園
が
増
加
傾
向
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
消
費
者
の
求
め
る
新

鮮
な
国
産
果
実
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
に
は
、
効
率
的
な
生
産
体
制
の
整
備
と

競
争
力
の
あ
る
産
地
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
旬
の
く
だ
も
の
を
食
べ
て
、

消
費
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

乾
燥
傾
向
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
生
理
落

果
が
助
長
さ
れ
、
果
実
肥
大
も
抑
制
さ
れ

た
た
め
、
前
年
産
に
比
べ
て
３
４
０
ｔ

（
18
％
）
減
少
し
、
１
、５
９
０
ｔ
と
な
り

ま
し
た
（
図
１
）。

　

全
国
の
収
穫
量
は
２
万
１
、０
０
０
ｔ
。

第
１
位
が
茨
城
県
、
次
い
で
熊
本
県
、
愛

媛
県
の
順
で
、
上
位
３
県
で
収
穫
量
の
約

半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。（
図
２
）。

　

愛
媛
県
の
25
年
産
か
き
の
結
果
樹
面
積

は
６
９
３
ha
で
、
前
年
産
に
比
べ
26 

ha

（
４
％
）
減
少
。
年
々
減
少
し
、
10
年
間

で
１
５
２
ha
（
18
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
量
は
、
７
月
中
旬
以
降
の
高
温
・

乾
燥
傾
向
に
よ
り
生
理
落
果
の
助
長
と
果

実
肥
大
の
抑
制
な
ど
か
ら
、
前
年
産
に
比

べ
て
１
、１
０
０
ｔ
（
９
％
）
減
少
し
、

１
万
６
０
０
ｔ
と
な
り
ま
し
た
（
図
３
）。

　

ま
た
、
全
国
の
収
穫
量
は
21
万
４
、７ 

０
０
ｔ
。
愛
媛
県
は
６
位
（
全
国
シ
ェ
ア

５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

果実を食べてバランスのよい食生活を
－ 平成25年産くり・かきの結果樹面積及び収穫量調査結果から －

新

平.16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

収穫量

図１　くりの結果樹面積及び収穫量の推移（愛媛県）
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結
果
樹
面
積

（
収
穫
量
）

（
結
果
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面
積
）

（百ｔ）（百ha）

図３　かきの結果樹面積及び収穫量の推移（愛媛県）
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穫
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7.19 6.93

8.45

結
果
樹
面
積

図２　くりの都道府県別収穫量割合（全国）

茨城
4,910ｔ
（23％）

熊本
3,870ｔ
（18%）

愛媛
1,590ｔ
（8%）

その他
10,630ｔ
（51％）

平成25年産
収穫量
２万１千ｔ
（100％）

く
り
の
収
穫
量
は
全
国
第
３
位

か
き
の
収
穫
量
は
全
国
第
６
位
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▲10月の収穫祭。親子で芋掘りを楽しもう！

▲人、人、人。早朝の熱気はどこにも負けません！

▲広い店内に旬の農産物がにぎわってます

●℡／089−964−4300　●営／８：30～18：00（10月～３月は17：00）

●休／年中無休（12月31日～１月４日は除く）　●住／東温市北野田345

インフォメーション

ＪＡグリーンえひめフレッシュ市 ⑧ ～ＪＡ全農えひめ～

※情報は６月現在です。詳細は各直売所にお問い合わせください。　※直売所名の後の数字はＪＡスタンプラリーの番号です。

　季節の新鮮な野菜をそろえ、夏
はスモモやスイカ、秋季は野菜、
切り花、鉢植えも充実してきます。
弁当、加工品類もパワーアップ。
地元のどぶろくは大好評です。

　天候に左右されつつ
も、夏は長ナスを中心
にナス各種、キュウリ、
スイカが、秋にかけて
はピーマン、キャベツ
も多くなります。その
後は、柑橘が主になっ
てきます。

　小田・中山の山の
幸、島しょ部（興居島・
中島）の島野菜、柑
橘も毎日入荷してい
ます。「ひなたカフェ」
には他では味わえな
い地元のソラマメ・
ジェラートが加わり
ました！

　鮮度にこだわる農
産物を主力に、指定・
直営農場からの精肉
ラインナップの充
実、ポン酢や肉みそ、
七折梅ソフトクリー
ムなどの「いよっこ
らブランド」もおス
スメです。

●℡／089−990−3211
●営／６：30～13：00（11月～３月は７：00～）
●休／毎週月・水・金曜
　　　（12月31日～１月３日は除く）
●住／松山市福音寺44−３

●℡／089−913−7707
●営／８：30～19：00（12月31日は～13：00）
●休／年中無休（１月１日～４日は除く）
●住／松山市湊町８丁目120−１

インフォメーション

インフォメーション

福音寺青空市 ⑨ ～ＪＡ松山市～

太
お ひ

陽
さ ま

市
い ち

 ⑩ ～ＪＡえひめ中央～

毎日	 	子ども（小学生以下）に
手づくり綿菓子プレゼント

雨の日	 	雨の日感謝デー
	 	 （特別割引商品あり）
金・土・日曜	 	ソフトクリーム、かき氷、

たこ焼きなどの店頭販売
７月19日～21日	 	リニューアル２周年記念

大売出し

７月20日	 	紅白餅プレゼント
	 	 （先着300名）
８月８日～15日	 	お盆セール
	 	 （シキビ大量入荷）
９月28日	 	新米フェア
	 	 （おにぎり試食会）
10月24日～26日	 収穫祭・芋掘り無料体験
12月20日～23日	 創業祭（お楽しみ抽選会）

お楽しみイベント

12月　　歳末感謝セール（福引など）お楽しみイベント

▲	いよっこら特製
の本格芋焼酎「い
もっこら」。芳し
い香りとすっき
りとした甘さ

●℡／089−997−3720　●営／９：00～17：30
●休／第１火曜（１月１日～４日は除く）　●住／伊予市下吾川511−１

インフォメーション

ファーマーズマーケット「いよっこら」 ⑪ ～ＪＡえひめアイパックス㈱～

お楽しみイベント
第１日曜	 店頭フリーマーケット
７月７日	 「七夕」企画
７月20日～22日	 すいかまつり
８月	 いよっこら夏祭り
８月	 親子農業体験ツアー
８月	 親子料理教室
８月９日・10日	 ぶどう祭り
８月９日～14日	 お盆「お肉祭り」
９月６日・７日	 梨まつり

９月15日	 「敬老の日」企画
９月20日・21日	 新米・栗まつり
10月19日	 こども野菜の絵コンクール
10月18日・19日	 秋の大収穫祭
11月５日	 	「リンゴの日」企画（産地間交流）
11月29日・30日	 いい肉の日
12月	 「冬至の日」企画
12月21日～25日	 「クリスマス」企画
12月28日～31日	 歳末大売り出し
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●℡／0894−35−6565
●営／８：00～18：00
●休／年中無休
●住／八幡浜市沖新田1584

●℡／0895−25−6825
●営／８：30～18：00（４月～９月の土・日曜のみ７：30～）
●休／年中無休（１月１日～３日は除く）
●住／宇和島市弁天町１丁目318−16　道の駅きさいや広場内

インフォメーション

インフォメーション

アゴラマルシェ内 ＪＡコーナー ⑬
～ＪＡにしうわ～

特産品センターみなみくん ⑮ ～ＪＡえひめ南～

　全国的にも名の通ったＪＡにしうわ
の高品質な旬の柑橘はもちろんなが
ら、共選オリジナルのみかんジュース
も並び、ぜいたくな食べ・飲み比べが
できるのもＪＡコーナーの醍醐味です。

　初夏までは河内晩柑、続いてハウスミ
カン、極早生、早生、南柑20号と、通
年求められる柑橘が魅力です。併設の厨
房で女性部手づくり弁当、海産物やじゃ
こ天も各種あります。

▲	旬の農産物をたっぷり使っ
たジェラートもどうぞ

　秋は梨、ブドウ、栗、
柿と、フルーツが盛りだ
くさん。特にブドウはピ
オーネ、巨峰、瀬戸ジャ
イアンツと種類も豊富で
す。アイデア満載の生産
者手づくり加工品も要
チェック！

●℡／0893−25−6262
●営／８：30～17：30
●休／年中無休（１月１日～４日は除く）
●住／大洲市東大洲1702−１

インフォメーション

愛
あ い

たい菜
な

 ⑫ ～ＪＡ愛媛たいき～

ＪＡバンクえひめPRESENTS「ＪＡスタンプラリー」を実施中（８月31日まで）。
県内のＪＡ直売所を巡って、おいしい商品をゲットしよう！！

第２日曜	 出荷者イベント
	 	 「ふるさとまつり	in	愛たい菜」
第２水曜	 食育ソムリエイベント（試食など）
８月上旬	 昼市（野菜すくい、かき氷など）
12月末	 ありがとう抽選会

お楽しみイベント

８月　　	がんばろう福島フェア（福島県産の桃直売）

お楽しみイベント

７月23日・24日	 （仮）北海道フェア
11月下旬	 	創業祭（特別価格で柑橘の地方発送受付）

お楽しみイベント

▲	不知火（デコポン）の果汁100％
の絶品ジュース。お中元にも是非！

▲	贈答用にも喜ばれる、つやつ
や・ぴかぴか・ハウスミカン

●℡／0894−69−1211　●営／８：30～18：30

●休／第３水曜（１月１日～３日は除く）　●住／西予市宇和町坂戸645−１

インフォメーション

ＪＡれんげ市場 ⑭ ～ＪＡひがしうわ～

　イチゴ産地の手づくりイチゴジャム、レンゲの
蜜入りレンゲ味噌、夏は泥つき掘りたて大野ヶ原
大根、お盆を過ぎればブドウをはじめイチジクや
柿など、おいしいものであふれています。 ▲	果肉たっぷりの

イチゴジャム

８月９日	 	お盆セール（金魚すくい、リサイクル市、かき氷サービス）
11月下旬の１週間	 	創業祭（リサイクル市、お楽しみ抽選会など）
12月26日～31日	 年末セール（しめ縄、餅）

お楽しみイベント



R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

●
エ
ッ
セ
ー
「
自
転
車
に
乗
っ
て
ど
こ
ま
で
も
」。
退
職

し
て
自
転
車
に
乗
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
、
さ
わ
や
か

な
風
を
切
っ
て
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

日
差
し
が
強
く
な
る
の
で
、
日
焼
け
が
心
配
で
す
。

	
	

（
西
条
市
・
長
谷
川　

光
子
さ
ん
）

●
「
乱
太
郎
ト
ラ
ッ
ク
」
い
い
で
す
ね
。
見
て
い
る
こ
ち

ら
ま
で
が
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
か
い
よ
う
病
で
、
木
の
伐
採
を
始

め
幹
や
枝
な
ど
も
処
分
す
る
と
新
聞
に
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
残
念
で
す
し
、
売
れ
行
き
に
影
響
が
出
な
い
か

心
配
で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

節
男
さ
ん
）

●
少
し
前
に
椎
茸
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
度
に
食

べ
き
れ
な
い
の
で
、乾
椎
茸
に
し
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、

最
近
、
し
い
た
け
が
冷
凍
で
き
る
と
聞
い
て
挑
戦
…
い

つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
っ
て
い
い
で
す
ね
。

　

毎
年
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
届
け
ら
れ

る
の
で
す
が
、そ
の
中
に
ポ
ン
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
と
か
、

最
近
の
新
し
い
商
品
も
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
ら
れ
た
ら
楽

し
い
の
に
…
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

葉
子
さ
ん
）

●
ニ
ュ
ー
ス
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
特
別
試
写
会
の
「
銀

の
匙
（
さ
じ
）」
は
、
農
業
高
校
の
お
話
で
そ
の
試
写

会
に
「
ひ
め
と
ん
ボ
ー
イ
ズ
」
が
「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー

ク
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
と
の
こ
と
。

こ
う
い
う
場
に
積
極
的
に
出
向
き
、
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
豚

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

	
	

（
大
洲
市
・
矢
野　

博
子
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
の
作
道
さ
ん
の
こ
と
は
テ
レ
ビ
を
通
じ
て

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
転
車
に
乗
る
の
が
好
き
だ
な

ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
エ
ッ
セ
ー
で
自
転
車
に
乗

る
楽
し
さ
を
感
じ
て
、
そ
の
風
景
が
ま
る
で
目
に
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
で
し
た
。
私
も
自
転
車
な
ん
て
学
生
時

代
か
ら
乗
っ
て
お
ら
ず
、
久
々
に
引
っ
張
り
出
し
て
乗

り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
風
を
感
じ
て
気
持
ち
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
♪

	
	

（
四
国
中
央
市
・
山
根　

奈
実
さ
ん
）

●
私
は
学
生
の
頃
自
転
車
が
な
い
と
不
便
な
と
こ
ろ
に
住

ん
で
い
た
の
で
、
と
に
か
く
毎
日
自
転
車
に
乗
っ
て
い

ま
し
た
。
今
は
ま
っ
た
く
乗
る
こ
と
も
な
く
、
作
道
さ

ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
読
み
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
懐

か
し
く
思
い
ま
し
た
。
娘
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た

ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
後
藤　

亜
紀
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

４
月
号
の
答
え
は
「
え
ひ
め
野
菜
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

猪
川　

義
晴
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）	

益
崎　

君
枝
さ
ん
（
上
島
町
）

岡
田　

隆
義
さ
ん
（
今
治
市
）	

小
倉　

朝
美
さ
ん
（
松
山
市
）

小
林　

雄
二
さ
ん
（
松
山
市
）	

寺
尾　

由
美
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

大
西　

初
美
さ
ん
（
松
山
市
）	

田
中　
　

映
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

宝
利　

礼
子
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）	

高
橋
千
代
美
さ
ん
（
西
条
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
26
年
７
月
21
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
８
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　愛媛県歴史文化博物館（西予市宇和町）で、特別展「忍た
ま乱太郎	忍者の世界－夏休みは歴博へ急げ！の段－」が、７
月12日（土）～９月15日（月）に開催されます（※休館日：
７／14、９／２、９／８）。
　えひめ野菜のイメージキャラクターに「落第忍者　乱太郎」
を採用しているＪＡ全農えひめとＪＡ愛媛野菜生産者組織協
議会も特別協力。
　体験コーナーも盛りだくさん！ぜひご来場ください。
◇観覧料：大人（高校生以上）550円、小中学生・65歳以上
280円

昨
年
２
月
に
愛
媛
県
の
奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
た
、

水
稲
の
高
温
耐
性
品
種
の
名
前
は
？ 

「
○
○
ま
る
」

イベント情報

★上のイベント情報で紹介した
特別展「忍たま乱太郎　忍
者の世界」。「乱太郎」がえひ
め野菜のイメージキャラク
ター、原作「落第忍者乱太
郎」の物語にしばしば登場す
る「兵庫水軍」は村上水軍が
モデルというつながりで開催
されます。
　特別展は、原画や尼子騒兵衛
さんの忍者道具コレクションの
公開、村上水軍や伊予の忍者
の活動紹介、体験コーナーな
ど楽しい催しもあるそうです。
　来場する多くの方に、「乱太
郎」＝えひめ野菜をさらにア
ピールできればと思います。

（正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約454kcal
ビワ	 ８個
レモン汁	 少々
豚肉（モモ・角切り）	 300ｇ
塩	 小さじ１
キウイフルーツ	 50ｇ
ジャガイモ	 中１個
オリーブオイル	 適量
　酒	 400㏄
　塩	 小さじ１
スプラウト	 適量

〈作り方〉
①　ビワは縦４つに切り、種を取り、皮をむく。
②　サニーレタスは適当な大きさにちぎり、アボ
ガドは縦４つに切る。

③　エビは殻をむき、イカは細切りにする。
④　ミョウガは千切りにし、水でさらしておく。
⑤　水か湯で戻したライスペーパーに①②③④を
のせ、塩・コショウを振りかけ、巻く。

⑥　⑤を食べやすい大きさに切り、器に盛り、オ
リーブオイルをかける。好みでポン酢をかけ
る。

ビワの生春巻 ビワと豚肉のさっぱり煮ビワの白和え

〈作り方〉
①　ミョウガは４等分し、さっと茹で、Ⓑにつけ
ておく。

②　コンニャクは３㎝の長さに短冊切りし、茹で、
水にさらす。

③　ホウレンソウは茹で、氷水にとり、水気をよ
く切り、３㎝の長さに切る。

④　ビワは皮をむき、種を取り、１㎝幅の櫛切り
にする。

⑤　豆腐は水から茹で、沸けば取り出し、水気を
よく切っておく。

⑥　すり鉢で⑤をよく混ぜ、Ⓐで調味して白和え
衣を作り、②③④と混ぜ合わす。

⑦　器に盛りつけ、むいた枝豆と①を盛る。

〈作り方〉
①　ビワは縦半分に切り、種を取り、皮をむき、
レモン汁をかける。

②　ナイロン袋に豚肉と、塩、櫛切りキウイを入
れ、なじませておく。

③　ジャガイモは皮をむき、８つに切る。
④　鍋にオリーブオイルを熱して②③を炒め、Ⓐ
を加え、③が柔らかくなるまで弱火で煮る。

⑤　④の味を調え、①を加えて、さっと煮込む。
⑥　器に盛りつけ、スプラウトをのせる。

※キウイの代わりにパイナップルでも可。
※Ⓐの酒は、梅酒や焼酎でも可。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約155kcal
ビワ	 ６個
サニーレタス	 ２枚
アボガド	 1/2個
エビ（ボイル）	 ４尾
イカ（刺身用）	 40ｇ
ミョウガ	 １本
ライスペーパー	 ４枚
塩	 少々
黒コショウ	 少々
オリーブオイル	 小さじ４
ポン酢	 大さじ４

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約142kcal
ビワ	 ８個
コンニャク	 1/2丁（約120ｇ）
ホウレンソウ	 １束
木綿豆腐	 １丁（約200ｇ）
　酒	 大さじ１
　砂糖	 大さじ３
　塩	 小さじ1/2
　薄口醤油	 小さじ２
　すりゴマ	 大さじ２
枝豆（塩茹で）	 適量
ミョウガ	 １本
　水	 大さじ３
　砂糖	 大さじ１
　酢	 大さじ１

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古正子先生

▲

（
左
）
ビ
ワ
の
白
和
え
、（
前
）
ビ
ワ
の
生
春
巻
、（
右
）
ビ
ワ
と
豚
肉
の
さ
っ

ぱ
り
煮

Ⓐ

Ⓑ

Ⓐ

実は、おいしさの証しなんです！
そばかす、赤あざ、縦割れひび

今月の素材

ビワ

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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